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韓国の非金属鉱物資源(4)

岡野武雄(元所員)

�步��丰

11.黒鉛(Graphite)

1)沿革･現況･生産量

朝鮮半島では1905年頃から黒鉛の生産が始まり間も

たく世界有数の黒鉛産出地域とたった.第一次大戦の

頃1915-1919の間の生産は年平均8,000t近くに達し

た.1925-1945の黒鉛の生産は957,342tで約180の

鉱山から生産された.このうち量で約18劣価格で72

%が鱗状黒鉛であったという(Ga11agher,1963).

1945年以降も韓国は世界有数の黒鉛生産国輸出国の

地位を保って今日に至っている.1983年の生産量は

鱗状黒鉛697t土状黒鉛(F.C.75%)32,571tで合

計の輸出量は1982年に21,757tうち日本へ12,310tで

ある.

韓国の黒鉛鉱山数は1947年頃鉱山および探鉱地と

して48うち鱗状黒鉛のものは21結晶質黒鉛(土状黒

鉛のこと)のものは27であった(Ga11agher,1963).1981

年頃埋蔵量の調査対象とたった鉱山数(生産を行ってい

るとは限らない)は24であった.動力資源部からの資料

によると1977-1982年頃の黒鉛鉱山数は2たいし8の

間で変動していたようである.Dickson(1984)によ

ると1982年5鉱山が稼行し鳳鳴鉱山(慶尚北道聞慶郡)

カミ最大の土状黒鉛生産鉱山で1982年18,074t生産した

(無煙炭も生産する).最大の結品質黒鉛鉱山は平沢鉱山

で1982年の生産は322tであった.

1981年に報告されたr国内選鉱場現況調査｣によると

1978-1979年頃の黒鉛選鉱場の数は8で鱗状黒鉛を対

象とする浮遊選鉱場は7土状黒鉛を対象とする比重選

鉱場は1とたっている.

韓国の黒鉛生産量はGanagher(1963)によると1925

-1945年の21年間の年生産量は14-104×103tで平均年

産量は24,340tであった.

1959年以後の黒鉛の生産量および輸出量は11-1図の

(乱),(b)に表示Lた.鱗状黒鉛は1976-77年頃生産の最

盛期で年約3,400tを生産した.土状黒鉛は1963年

最大の338×103tを生産した.11-1図(b)には黒鉛(土

状十鱗状)の輸出量およびその内の日本への輸出量を表

示した.
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11-1図(b)土状黒鉛
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表11-1韓国の黒鉛鉱床および黒鉛鉱山の地理的分布

���鱗状黒鉛�土状黒鉛�1���

京�畿�道�8�一����

�忠清北道��一�8����

�忠清南道��23�3����

�全羅北道��一�3����

�全羅南道��3�一����

�慶尚北道��3�19����

�慶尚南道��一�一����

江�原�道�3�4����

�計��■�40�■�37�■�合計77

韓国の黒鉛の用途は国内選鉱場現況調査(1981)によ

ると鱗状黒鉛は黒鉛ルツポ乾電池鉛筆用電子

用鋳物用;土状黒鉛は鋳物用化学用の原料および燃

料とたっている.

2)黒鉛鉱床の分布

朝鮮半島の黒鉛鉱床は北部に鱗状黒鉛鉱床が多く南

部に土状黒鉛鉱床が多く分布すると言われている.

5万分の1地質図幅を含む幾つかの資料から集めた韓
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国の黒鉛鉱床および黒鉛探鉱地の地理的分布をみると表

11-1のようになる.

忠清南道の鱗状黒鉛鉱床は公州郡地区慶尚北道の土

状黒鉛鉱床は尚州郡地区に多く分布する.

11-2図に黒鉛鉱床の分布図を示す.

3)黒鉛鉱床の地質および鉱床

黒鉛鉱床の賦存する地区の地質は鱗状黒鉛土状黒鉛

の種別によって異たる.

三本杉(1952)は朝鮮半島の黒鉛鉱床を次のように分

類した.

1.結晶質石墨

1-1.混成岩中のMagnaticSegregationによって

形成された鉱床

(乱)マグマ分化による気成たいし熱水期の鉱床

(1)江界型脈(2)伏木型脈(3)博川型脈

(4)三公型脈

(b)マグプ分化ペグマタイト期の鉱床

(5)新渓里型脈(6〕楚山型脈

1-2.接触変質鉱床

(C)接触変質鉱床
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11-2図黒鉛鉱床分布図

1加平2清平3梧柳4始

輿5平沢6銀河7三公8

鶏竜9谷城10白鶴山11葛方

時12広院里13洪川14三陸

15月明16青城三浦17八音山

18馬老19鳳鳴里20小宮21

山下威昌22福田安竜23宮田24

鶏林25山下江陵26江陵27江

東
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(7)永高型鉱床

1-3.動力変質鉱床

(a)Graphite-schist中サこ存在する鉱床

(8)城津型鉱床

(e)Graphite-gneiss中咋こ存在する鉱床

(9)梧柳型鉱床

2.非晶質石墨

(f)炭層から直接に火成岩の接触たらびに動力変

質作用により形成されたもの

(1①月明型鉱床

この分類による韓国内の鉱床は鱗状黒鉛では(4)の三公

型鉱床(忠清南道公州郡公州邑利仁面鶏能面一帯)(9)

梧柳型鉱床(京畿道仁川府付近富川郡一帯)およびαoの土

状黒鉛である.

Ga11agher(1963)は南朝鮮の鱗状黒鉛鉱床を2つの型

に分類している.

第1型先カンブリア時代の炭素含有片岩を取込んだ

花属岩質岩中の鉱床で3-4形の鱗片状黒鉛を含んでい

る.花嵩岩中のゼノリス状の片岩が花崩岩に黒鉛鉱床

を形成する炭素を与えたように思われる(片岩近くの花開

岩は片岩中よりも多く黒鉛を含むが片岩を離れると減少す

る).風化作用に対しては花嵩岩は片岩よりももろく容

易に黒鉛は採掘できる.

第2型著Lく摺曲した粘板岩片岩珪岩の岩石構

造と平行する低品位の細粒結晶質黒鉛鉱床.若い花闇

岩の火成活動に関係する無数の花嵩岩やペグマタイト脈

によって貫かれている.鉱石の平均の結晶粒度よりも

大きい黒鉛片が脈に沿って5mmの層をだしている.

この型の鉱床は二畳紀堆積岩中の炭質層カミ後期ジュラ紀

の後大同造山運動中の摺曲をうけ結晶質黒鉛どたり

白亜紀の終りの若い花開岩の貫入によって結晶質黒鉛に

変成している.

アモルファス黒鉛も次の2つに分けている.

第1型炭質物含有(渥青質)堆積岩が変成作用をう

けて生成した多分先カンブリア時代(疑がはしい)の鉱

床.

第2型石炭層が変成作用をうけて生成した二畳紀の

鉱床.

文(1982)は韓国の黒鉛鉱床をCameronの分類に従

って次の4つの型に分けている.

1型変成堆積岩中の鱗状黒鉛

2型大理石中の鱗状黒鉛

3型変成作用による黒鉛(主に土状黒鉛)

4型脈状鉱床

そして韓国には1,3,4型の鉱床が経済的た規模を有す

るとしている.

韓国の黒鉛鉱床について以上のようだ分類カミ行われて

いるが以下文(1982)の分類に沿ひい文献に記載さ

れている韓国の黒鉛鉱床について述べる.

変成堆積岩中の鱗状黒鉛鉱床は京畿道始興郡加平

郡忠清南道公州郡地区に主に分布する.また江原道

渋川郡三陸郡地区にも分布する.

加平郡地区の鱗状黒鉛鉱床は先カンブリア時代の花嵩

片麻岩の分布地帯の黒雲母片岩申の鉱床(加平地籍125)

淀川系の黒雲母片麻岩と黒雲母片岩内の葉片に沿う鉱床

(渚平地籍33,34;74,84,94,104)で前者の規模は幅

14-4.5m(地表)延長は4露頭で270mである.後者

は幅3-6m延長240mのものと幅1-3m延長120rn

のものとがある.加平地区の鉱床は1型と4型の複合

型であるという.

始興郡地区の代表的た鉱床は梧柳鉱山の鉱床で先カ

ンブリア時代の縞状片麻岩(結晶片岩に由来する大小の

1ime-si1icate岩を含む)中に賦存し摺曲を受け断層で

切られている.直径1mm大の結晶黒鉛の鱗片が花崩

片麻岩と1ine-si1icate帯(厚さ5-15m)に鉱染Lてい

る.この花嵩片麻岩特に黒鉛含有帯は風化を受けや

すくこの部分が採掘の対象になっている.風化帯は

地下20m以上におよんでいる.

一公州郡地区には低い変成度(緑色片岩相)の雲母片岩

カミ分布しこの片岩中に黒鉛鉱床カミ賦存する.鉱床は

脈状(幅10m±)レソブ状(幅O.7m)でその延長は

数㎞1追跡できる.この地区の黒鉛鉱床は少量のウラン

(600pPm)を伴たう.

江原道渋川郡の鉱床も先カンブリア時代の縞状片麻岩

中の鉱床である.

大理石中に散点する鱗状黒鉛鉱床(2型)は先カンブ

リア時代の龍門山片麻岩層群中の黒雲母片麻岩と大理石

が接触する地域に存在することが報告されている.

O.5-1mの幅の間に細粒の黒鉛が鉱染している.

土状黒鉛(アモルファス黒鉛)は全羅南道和順郡から江

原道江陵郡への北北東へ延る帯状帯中に分布する.鉱

床群はこの帯状帯中に5つの群に分けられる(Ga11agher

���

�

全羅南道和順無煙炭中の幾つかの鉱山の鉱床

忠清南道の2-3の小無煙炭鉱山の鉱床

忠清北道南部の沃州郡から北東へ慶尚北道尚州郡

を径て同郡聞慶郡に広がる鉱床(中央地区)

忠清北道北東部の丹陽郡の幾つかの小鉱山の鉱床

(丹陽地区)
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表11-2鉱山の粗鉱品位(%)

�固定炭素�灰分�揮発分�水分

1･京畿道清平�13.36�8414�2.84�

2･加平�1455�80.41�414�1.11

3.始興*�2.84�92.11�5.13�α59

4.〃�3.5-4���

5･梧柳�3.1�91.1�5.3�O.7

6｡平沢�av3.5���

7.忠南道三公�30���

8･鶏龍�25���

以進興�24.4���

5.江原遣の東海岸江陵地区の鉱床(江陵地区)

以上うち1,2の地区には重要な鉱床はたい.

中央地区この地区の黒鉛鉱床は聞慶無煙炭族田の南

と南西にある.この地区のアモルファス黒鉛の黒鉛含

有岩は先カンブリア時代の沃川系中にあるとされている

がGa11agher(1963)は二畳紀のものであろうとしてい

る.この地区には山野月明青城三浦などの鉱山が

知られている.この地区の鉱床はレンズ状体をたし

その規模は長さ10-450m幅2-10m傾斜方向に5-30

mのものである.

中央地区の一部である成昌町西方の鉱床は沃川系と言

われている粘板岩黒鉛珪岩中の鉱床であるGa11a-

gher(1963)は二畳紀の寺洞統か高坊山統の可能性ありと

している.この地区には鳳鳴山下威昌鶏林だと

の鉱山が知られている.鳳鳴鉱山の鉱床は文(1982)に

よるとジュラ紀大同系の鳳鳴里層中にあるとしている.

丹陽地区二畳紀寺洞統の1層準中にある鉱床である

(Ga11agher,1963).この地区の丹声鉱山の鉱石は鱗状

黒鉛である.

江陵地区この地区の鉱床も二畳紀寺洞統中にある

(Ga11agher,1963).山下江陵江陵江東鉱山だとが

存在した.山下江陵鉱山の鉱床はレンズ状でその内

の最大のものは長さ75m幅6㎜便斜延長20m.

4)黒鉛鉱床の鉱物および品位

4)一1鱗状黒鉛

鱗状黒鉛鉱床の鉱石鉱物は鱗片状をたす黒鉛であるが

採掘の際に伴たわれる鉱物には母岩である片麻岩結晶

片岩を構成している鉱物がある.普通石英長石

雲母黄鉄鉱などを伴うが風化作用を受けた場合

粘土鉱物方解石を伴たい黒鉛は雲母石英菱

鉄鉱長石に囲まれているという(文1982).

鱗状黒鉛の粒度についての報告は少ないが以下に数

例を示す.

1988年5月号

表11-3

4鉱業所の黒鉛の粗鉱品位(固定炭素,醐)と精鉱

品位

鉱業所1

平沢

始興

三陸

洪川

粗鉱品位(老)

��

㌮�

㌷

�

表11-4土状黒鉛の鉱石の品位(形)

精鉱品位(%)

��

�

�

�

鉱業所�I�品位(FC)���

山野明月(忠北)*��81.53-83.88���

山下成昌(同)*��85���

鶏林(同)*��85���

�■�固定炭素�1灰分�1揮発分�1水分

江原道江陵**�40.47一�6.06一�1.32一�O.62一�

����㌮�������

忠北道沃州都�31.81一�11.74一�2.78一�O,17一�

八音山付近***�83.88�62.97�4.38�O.84�

*Ga11agher**三本杉***文

表11-5

南朝鮮のア=Eルファス黒鉛の可採埋蔵量(亙C,85%)

鉱山

山野月明

小宮

山下威畠

山下江陵

小鉱山探鉱地

黒鉛埋蔵量(×103t)

�　

㌵　

�

㈰

�　

計700

京畿道加平郡

始興郡

忠清南道公州郡

清平(33,34号)

清平(104号)

加平(125号)

梧柳鉱山

三公鉱山

1,162-9ミクロン

1,937-7ミクロン

50-1ミクロン

平均1mm大

平均O.8㎜m大

(火成岩脈に接する所ころ)2-3mm大

進興鉱山平均O.5-1mm大

鱗状黒鉛鉱石の品位はかたりぽらつき3-30房に広が

る.表11-2に幾つかの鉱山の粗鉱品位(劣)わしめす.

国内選鉱場現況調査(1981)によると浮遊選鉱を行っ

ている7鉱業所のうち4鉱業所の黒鉛の粗鉱品位(固

定炭素FC)と精鉱品位は表11-3のとうりである.

4)一2土状黒鉛

土状黒鉛の鉱石の品位は一般に固定炭素(FC)70-

90房を示す.表11-4に幾つかの鉱山の品位を揚げる.�
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表11-6黒鉛鉱山の埋蔵量(1973～80)

鉱業所名確定推定予想(単位×10舌t)

平沢

始興君子

三陸

洪川

風鳴

��

㌶�

�　

�

���

㌲�

�　

㈰　

���

�　

��

�　

�　

���

国内選鉱場現況調査(1981)によると慶尚北道聞慶郡

鳳鳴鉱業所は比重選鉱を行っており粗鉱品位FC70劣

精鉱品位FC82房と表示されている.

5)黒鉛鉱床の埋蔵量

Ga11agher(1963)は南朝鮮のアモルファス黒鉛の可採

埋蔵量(FC85%)を表11-5のように推定した.

この他慶尚北道尚州郡聞慶郡忠清北道沃州郡のア

モルファス黒鉛の未開発鉱床の鉱量を加えると1,000

×103tに増加すると述べている.

非金属鉱物鉱種別埋蔵量の表(1981･6･30現在)(方

1982)によると黒鉛の埋蔵量は24鉱山FC5.04房

16,863×103tと表示されている.

国内選鉱場現況調査(1981)によると幾つかの黒鉛鉱

山の埋蔵量は表11-6のように示されている.いずれも

1973-80年頃の調査の数値である.土状黒鉛の鉱量のほ

うがはるかに大きい数値を示している.

FoggandBoy1e(1987)によると韓国のエネルギｰ

および資源部は黒鉛の埋蔵量を発表し1983年現在鱗状

黒鉛の資源量(resources)は15,547×106t(C5.36鬼)

であり主要地区は京畿･江原･忠清南道でこの3道

で合計の95.1%であるという.これに対してFogg

andBoy1eは世界の11のmarketeconomycomtries

(MEC)の確認資源量(dernonstratedresources)の表で

韓国のそれを3.77×106t(C5.2%)と示しこれを現

在探鉱している地域のより現実的た数字としている.
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この他黒鉛の記載のある1/5万地質図幅および説明書

尚州南陽陽徳院蒼村安養牙山青山札安平

海里洪城花開成昌

12.;百官(Gypsum)

1946年頃の報告では朝鮮には石膏鉱床はたいとされて

おりまた生産の記録は無い(Ganagher1963).

Minera1sYearbookによる1961年以後の韓国の石膏

の生産輸出輸入量を12-1図に示す.図が示すよう

に石膏の輸入は1961年以降増加してき1969年にピｰク

(約11万t)に達し以後急減する.一方石膏の輸出は

1969年頃から始まり著しく変動したがらも増加し1983

年には35万t余の最高を示す.生産量は1973-74年の

地質ニュｰス405号�
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みしか載せられていたいが15-35万tを示す.この

図から合成石膏の生産が1970年頃より急激に増産された

ことが解る.

韓国では天然の石膏は多少生産されたことがあるらし

いが(金1982)多分現在は稼行鉱山は無いものと思われ

る.

石膏鉱床は京畿道華城郡西新面忠清南道青陽郡飛

鳳面慶尚北道迎日郡延目面慶尚南道昌原面だと(金

1932)に知られている.

慶尚北道迎日郡延目面自明洞にある大韓石膏鉱山付近

の地質は時代未詳の火山岩類を基底とLこれを不整合

に第三紀の泥岩沈泥岩粗粒質凝灰岩緑色凝灰岩類

が覆いこれらの岩石類を岩株状あるいは岩脈状に貫い

て分布する第四紀の玄武岩から構成されている.

石膏の産出状態は玄武岩が貫入した堆積岩(延日統鶴

林層)*中に層状あるいは樹枝状に胚胎して産し石膏の

平均脈幅1-30mm程度の細脈である.石膏は繊維状

葉状針状で地表では淡黄色に汚染されているが地下

では白色青白色である.倉石膏部の延長は20m厚

さは約8mであるが石膏の平均含有率は3-5形で稼行

価値は無い(LeeandLee1963,1/5万図幅浦項1964).

◎Ga11a幽er,D.(1963)GypsuminMinera1Resourcesof

Korea,v.VIA,p･61-62

欝Lee,J,H.andLee,M.S.(1963)ReportontheDaihan
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最近中国で発見された新鉱床N“

地質相談所岸本文男

XXXII柳州地区で大型大理石鉱床

柳州地区の地質隊は広西壮族自治区武宣県三里郷の

マソガソ鉱床区西方地区から頼村･点対一帯にかけて大

理石鉱床を探査し一大大理石鉱床の存在を確認した.

この三里の大型大理石鉱床はデボン系上部統柳江累

層上部層の豆状石灰岩層の中･上部に位置する.鉱床

の生成タイプと工業タイプは炭酸塩相堆積型大理石鉱

床に属する.鉱量計算の結果によればこの鉱床はカ

テゴリｰDの鉱量が1,000万m畠に近く同鉱床周辺を含

めた地質鉱量は1,000万㎜3をはるかに越える.本鉱床

の大理石は品質が国家基準に合致し石質がきめこま

かく綾密かつ均質で微細細粒組織を備えその細粒

が定向性配列を示L光沢度が80度よりも大きく模様

が奇抜色カミ鮮やかではあるが眺めればシックでと

てもよい装飾建築石材になる.郷優成

(中国地質報1986.9.29)

XXXIII松遼盆地で多層成巨大オイルサンド

最近松遼盆地南部の二輸での油田･天然ガス田の探

査中に巨大た中国初の多層成のオイルサンドが発

見された.これは重要な発見で梨樹凹地の石油･天

然ガス地質を評価する上でまた当該地区の石油と天然

ガスの濃集の規則性を知る上できわめて重要た理論的

および実際的な意義をもっている.

このオイルサンドの発見は松遼盆地南部の梨樹凹地

内において地質鉱産部吉林石油調査･探査指揮所4018

襲井隊が掘進した松南13号井でたされたものである.

この松南13号井は1986年4月20日に掘進を開始L深

度218mに始まる計8層累計層厚100m余のオイルサ

ンド層とさらに含天然ガス層を既に発見ずみでありそ

の8層の中でもっとも厚いものは8mに達している.

試錐コアとスライムから判断するとこれらのオイルサ､

ソトは浅部の泉頭累層と深部の登婁庫累層中にそれぞ

れ別れて分布している.そのうちオイルサソドカミ深

部の登婁庫累層申で発見されたことはまさに初めての

ことである.とくに注目すべきことは松南13号井に

よって把握された地層カミ砂岩部分に原油を含有してい

るだけでなく泥岩部分にもその割れ目中に原油を含ん

でいること同井での石油･天然ガス含有量が多く貯

留層が厚いこと連続コアの延長カミ松遼盆地では最大級

であることである.郷駿周振南

(中国地質報1986.6.27)
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